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Mao Guangsheng (冒広生) collected the lost “ci(詞)” poetry of Wang Guan (王観) from some
the Song (宋) dynasty anthologies. Then Liu Yupan (劉毓盤) collected other lyrics from
some anthologies and “cipu (詞 譜)” from the Song (宋) dynasty through the Qing (清)
dynasty. And Zhao Wanli (趙萬里) explored poetry notes and encyclopedia. Tang Guizhang
(唐圭璋) added four lyrics from the books “Jiejiangwang (截江網)” and “Quanfangbeizu (全芳
備祖)”. Later, with the cooperation of Wang Zhongwen (王仲聞), “Quan Songci (全宋詞)”
was completed , but there remains room for consideration, for example, in resupect ofthe













































































































「慶清朝慢」調雨，“化工”『草堂詩餘』『歴代詩餘』皆作 “東君”。“餖飣” 句『陽春白雪』作 “便










































































































































































































社、2016 年）は 45 種を収録し、その第八に「冠柳集」がある。
7 「清平楽」の底本『能改斎漫録』は、呉曽撰『能改斎漫録』「出版説明」（上海古籍出版社、1979 年）によれ
ば、南宋の初代高宗の紹興 24～27 年（1154～1157）に成書したが、次の孝宗の隆興初年（1163）に禁書と
されて版は壊され、光宗の紹煕元年（1190）に重刊されたときにはすでに二巻を欠き、さらに刊本は失われ
て現存テキストは明鈔本による。また『耆旧続聞』は「点校説明」（中華書局、2002 年）によれば、伝聞や
多種の書物からの抜書きから成っており、底本は清鈔本である。
8 葉燁、王兆鵬「北宋詞人王仲甫・王観事迹考弁」、『湖北社会科学』2006 年七期。
『冒氏叢書』は京都大学人文科学研究所に、『全宋詞』初編本は立命館大学詞学文庫において閲
覧した。記して感謝申しあげる。なお小稿は、JSPS 科学研究費・基盤研究（C）「冠柳三詞人によ
る南渡前後の詞研究」（課題番号 18K00361）による研究成果の一部である。
詞の輯録 85
